
至誠館大学シラバス 2017(仮) 

講義コード  科目区分 必修 

(フリガナ) シャカイフクシガイロン 2 (フリガナ) タカハシ カズエイ 

授業科目名 社会福祉概論Ⅱ 担当教員名 高橋 一栄 

英文授業科目名 An introduction to social welfare 2 

基準年次(開講期) 1年，3年次編入（後期） 履修形態 必修 

曜日/ 時限/ 講義室 水 2限，水 3限／浅草 

授業の方法 講義 
授業の方法 

（詳細情報） 
講義中心 

単位 2 週時間 2 

授業のキーワード 社会福祉、社会における問題行動、法的根拠、バルネラビリテイ 

授業概要・目的 

本授業では、次の３点を中心に学習する。 

１）社会福祉概論Ⅰの学習をもとに、日本の社会で起きている社会福祉に関する問題行動（犯罪等）を理解する。 

２）社会福祉に関する問題行動（犯罪等）を解決するための方策や法的根拠（根拠法）等について理解する。 

３）「バルネラビリテイ」（社会的弱者）を中心に、現在の法律が社会生活に追いついていない現実を理解する。 

到達度評価の評価項目 

（知識・理解） 

・日本社会では現在、どのような問題行動（犯罪等）が起こっているのか、自国の実態をふまえて説明する。 

・問題行動（犯罪等）を起こさないための留意点、起きた場合の解決方法、その根拠法等を具体的に述べる。 

・「バルネラビリテイ」（社会的弱者）を守るために、現行法で不足のものはなにか、説明できる。 

（知的能力・技能） 

・社会福祉に関する資料・情報をもとに、自分の考えをまとめたり、検討したりすることができる。 

 

第 1回 
ガイダンス・オリエンテーション 

 授業の進め方、社会福祉概論２を学ぶ意義 

第 2回 
社会福祉基本的事例：障害者① 動画 

 中国の若者が日本の少年救助、障害者を考える（東京オリンピック招致、佐藤真海）根拠法 

第 3回 
障害者② 

 筋ジストロフィー、「五体不満足」料理店来訪拒否、障害者雇用、障害者スポーツ、難聴学級 根拠法 

第 4回 
自然災害① 

 東日本大震災津波記録、東日本大震災津波火災 根拠法 

第 5回 
自然災害② 

 東日本大震災「母と兄を亡くして」、「震災被災者と自殺」 根拠法 

第 6回 
生活保護① 

 生活保護費、生活保護法、生活保護費受給者急増 根拠法 

第 7回 
生活保護②・ホームレス問題 

 路上生活から社会復帰へ、ホームレス高校生襲撃事件、大学生高校授業 根拠法 

第 8回 
児童・家庭の福祉① 

 こどもの虐待、児童相談所の役割 根拠法 

第 9回 
児童・家庭の福祉② 

 DV防止法、東日本仮設住宅 DV、シングルマザーの冷蔵庫、嫡出子・婚外子問題 法追いつかない現実 根拠法 

第 10回 
高齢者福祉①：介護度軽度 高齢者住宅 地域で介護 高齢者詐欺 

 介護度軽度市町村移行、孤独死を防ぐ高齢者住宅、在宅介護、地域で介護、高齢者詐欺 根拠法 

第 11回 
高齢者福祉②：延命治療 

 延命治療の可否、人生最後を緩和ケア、自宅ホスピス 根拠法 

第 12回 
国民年金・社会保険 

 国民年金制度、健康保険制度、高度医療制度 根拠法 

第 13回 
若者の雇用 

 ブラック企業若者犠牲、正規社員犠牲、ブラック企業みなし労働 根拠法 

第 14回 
違法・脱法ハウス 

 違法ハウス、脱法ハウスの現実 根拠法 

第 15回 
まとめ  家族とは？ 社会の現実に追いついていない法の現状 

 1から 15までの資料をもとに、現在日本の社会福祉に関する問題行動（犯罪等）とそれを支える法理解 

教科書・参考書等 

各回配布資料を用意（授業者）以下、予習・復習に関連する参考図書紹介 

・杉田敬三（2011）「はじめての社会福祉」ミネルヴァ書房：京都 

・岡田忠克編（2012）「図表で読み解く社会福祉入門」ミネルヴァ書房：京都 

授業で使用する機器等 各回授業者が配布資料用意。パワーポイント、映像資料他 

予習・復習へのアドバイス 各回の講義内容の確認と参考文献・資料の確認 

履修上の注意・受講条件等 必修教科 

成績評価の基準等 ・授業に取り組む姿勢（30/100）・課題・レポート（20/100）・授業理解力(50/100) 

メッセージ 
遅刻厳禁 授業中いねむり飲食禁止 携帯電話机上に置かずしまう バッグも机下に 障害等で携帯を授業で使う

場合は事前に申し出る 

オフィスアワー 水曜日昼休み（12:00-1240） 

その他  
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